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	fill_1_5: 　ヴェネツィアはその特殊な立地上、非常に不便に感じることもある。例えば、私が住んでいる寮はヴェネツィア本島にはなく離島に位置しているため、講義へ向かうためには必ず水上バスに乗らなければならず、イタリア本土へ向かうためにはさらにバス、もしくは電車に乗る必要があり、時間もかかる。加えて、世界有数の観光地であるため人が多く、カーニバルやバカンスシーズン、クリスマス、年末年始は人で狭い通路が埋めつくされるほどである。しかし、観光地であるため治安はよく、夜に一人で出歩いていても危険を感じることは少なく、他のイタリアの都市に比べると安心して生活することができる。ただ非常に陽射しがきつく、私の友人はサングラスを着けずに生活していたため飛蚊症になってしまったと語っていたので、サングラスが欠かせない。奥まった路地などではすぐに圏外となってしまい、繋がらなくなることも多く、携帯電話の電波事情も日本に比べるとあまりよくない。SIMカードも、契約した会社によっては使えない機種も存在するため注意が必要で、実際にイタリアでは主流であるTIMやWindといった会社ではiPhoneの最新機種は機能しないことがあり、友人が非常に困惑していたが、幸いVodafoneなら使えるようであったが、料金は他社に比べると割高であるらしい。さらに、日本から持ってきたスマートフォンを使用する際に、SIMロックの解除を忘れているとイタリアで新しくスマートフォンを購入しなければならなくなるので、注意が必要である。
　イタリアの授業は短期に集中して行われるため、予習や復習が必要である。とくに留学生向けではないヴェネツィア大学の講義はその分野の専門知識を講義しているため、知らない単語が多く、その都度意味を調べていると授業についていけなくなるため、私はボイスレコーダーで録音し、何度か聞き直すことで対応している。図書館での自習の時間を利用して行っているが、およそ一カ月半でテスト期間へと入るので思いのほか忙しく、あまりたくさんの授業を取っていると勉強が追い付かなくなりかねないように感じている。またテストについては、日本とはシステムが異なっているので注意が必要で、まず試験日は講義の中で教員が知らせ、インターネットにてテストを受けるための登録をしなければ、受けることができない。テストの結果はインターネットにて確認でき、30点満点中18点以上を取れていればパスとなる。テストの形態は口頭試験、筆記試験、プレゼン形式などが主流であるが、レポート試験はあまりないようである。
　ヴェネツィア大学にはバディプログラムがあり、現地の学生を大学が紹介し、その後は学生同士で連絡を取り合い、必要であれば手助けしてくれるというもので、生活に不慣れな間は非常に助けられることも多い。バディとどのように付き合っていくかは様々なようで、私の場合はもっぱら食事をしながら文献の解読の手助けをお願いしており、友人はイタリア語の指導をお願いしている人もいるようである。
　ヴェネツィア大学には多くの日本人学生が留学しており、またヴェネツィア大学はイタリア国内においても数少ない日本語を専攻できる学校であるため、イタリア人学生たちも日本語を話せる人が多く、英語に関しては大半の学生たちが話せるため、学業面では言葉が通じず苦労することは少ないように思われる。寮の中では英語での会話が殆どであり、イタリア語に不慣れな留学生も多いため、寮の中では英語が使えないと少しコミュニケーションが取りにくく、苦労する場面に出くわしてしまうため、イタリア語だけでなく英語も学ぶ必要があると感じている。
　日本の生活と比べると不便だと感じる点も多くあるが、現地で知り合った友人たちにも助けられながらも、日本の学生生活では体験することができない経験を得ることができ、現状、充実した生活を送れているように思う。
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